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公益社団法⼈
中越防災安全推進機構

2004年10⽉23⽇に発⽣した中越地震は、中越の広範な地域に未曽有の被害をもたらしましたが、その⼀⽅で、防災・安全・復興など
多くの分野で貴重な教訓を得ました。この災害で得た知⾒を⽇本全体で活かしていくことは、強靭な国づくりにつながります。中越地域
における震災の復興を成し遂げるとともに、この被災・復興にかかわる経験を蓄積し、全国に発信して、いざという時の復興活動や地域
づくりに活⽤してもらうことは、中越地域が果たすべき役割でもあります。

このような考えにもとづき、⻑岡技術科学⼤学、⻑岡造形⼤学、⻑岡⼤学、⻑岡⼯業⾼等専⾨学校、防災科学技術研究所雪氷防災研究
センターの5研究機関等と連携しながら、市⺠、⾏政、企業、諸団体等との協働により、地⽅における地震、豪⾬、豪雪等の諸災害の研
究を進めるとともに、その成果や教訓を社会に活かし、被災地⽀援や安全・安⼼な地域づくり及び防災安全技術・産業の振興に資するこ
とを⽬的として、2006年に中越防災安全推進機構を設⽴しました。

設⽴経緯

沿⾰

2006.06.25 中越防災安全推進機構 設⽴
2006.09.05 社団法⼈中越防災安全推進機構 許可
2008.04.01 復興デザインセンター 設置
2011.04.11 地域防災⼒センター 設置
2011.10.22 中越メモリアル回廊4施設3メモリアルパーク 順次オープン

（やまこし復興交流館は2013.10.23オープン）
2012.04.01 にいがたイナカレッジ スタート
2013.04.01 公益社団法⼈中越防災安全推進機構 移⾏
2015.11.05 中越沖地震メモリアルまちから オープン

役員

理 事 ⻑ 中林 ⼀樹 東京都⽴⼤学 名誉教授
理 事 和⽥ 裕 公⽴⼤学法⼈ ⻑岡造形⼤学 学⻑

村⼭ 光博 ⻑岡⼤学 学⻑
⽵茂 求 独⽴⾏政法⼈ 国⽴⾼等専⾨学校機構 ⻑岡⼯業⾼等専⾨学校 校⻑
上⽯ 勲 国⽴研究開発法⼈ 防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター⻑
丸⼭ 智 ⻑岡商⼯会議所 会頭
丸⼭ 久⼀ 国⽴⼤学法⼈ ⻑岡技術科学⼤学 名誉教授
上村 靖司 国⽴⼤学法⼈ ⻑岡技術科学⼤学 教授
澤⽥ 雅浩 公⽴⼤学法⼈ 兵庫県⽴⼤学⼤学院 准教授
⽻賀 友信 ⻑岡市国際交流センター⻑
宮﨑 悦男 ⼩千⾕市観光協会 顧問
渡邉 ⼀浩 ⻑岡市地域振興戦略部 部⻑
佐⽵ 和⾏ 公益社団法⼈ 中越防災安全推進機構 地域防災⼒センター⻑
⽟⽊ 賢治 公益社団法⼈ 中越防災安全推進機構 中越メモリアル回廊事務局⻑
阿部 巧 公益社団法⼈ 中越防災安全推進機構 にいがたイナカレッジ事務局⻑

業務執⾏理事 稲垣 ⽂彦 公益社団法⼈ 中越防災安全推進機構 統括本部⻑
監 事 髙野 裕 株式会社パートナーズプロジェクト 代表取締役

⼭⼝ 壽道 公益財団法⼈ ⼭の暮らし再⽣機構 理事⻑

公益社団法⼈ 中越防災安全推進機構
〒940-0062 新潟県⻑岡市⼤⼿通２丁⽬６番地 フェニックス⼤⼿イースト２F

TEL 0258-39-5525 ／ FAX 0258-39-5526

地域防災力センター
よりよく生きるための防災を



⾦⼦知也
かねこともや

にいがたイナカレッジ
マネージャー

地域インターン/関係⼈⼝/イナカバイト
地域おこし協⼒隊/農産物マーケティング

地域に若者を呼び込みたい！外部の⼈材と
⼀緒に地域を盛り上げたい！そんなニーズ
を背景に“地域×若者＝前向きな変化”を起
こす様々なプロジェクトを⽴案・実⾏しま
す。また地域資源を活⽤した⽣業おこしや、
各種調査・計画づくり等を専⾨とします。

スタッフ紹介
新しい地域社会の仕組みづくりに
挑戦し続けるコーディネーター

阿部巧
あべたくみ

にいがたイナカレッジ
にいがたイナカレッジ事務局⻑

⻑期実践型インターン・地域インターン/
イナカバイト/中⼭間地農業⽀援

地域のためにやってみたいことがある、地域の
課題を何とかしたいという地域プレイヤー（住
⺠、農家、事業経営者、⾏政職員など）の皆さ
んに対して、⼈材のマッチング、取り組みのプ
ロジェクト⽴案、実⾏のサポートをします。

井上有紀
いのうえゆき

にいがたイナカレッジ
コーディネーター

⻑期実践型インターン・地域インターン/
関係⼈⼝/イベントツアー

現状打破のヒントはヨソモノにあり！分野や地
域を⾶び越えて「⼀緒に⼀⽣懸命になる」ヨソ
モノをつなぎます。また⾃⾝の体験をもとに、
仲間を増やす企画づくり・イベントなどの場づ
くり・各種媒体による発信・移住や地域暮らし
のきっかけづくりをお⼿伝いします。

諸橋和⾏
もろはしかずゆき

地域防災⼒センター
センター⻑／博⼠（⼯学）・防災⼠

地域防災／防災科学技術イノベーション／
雪国振興／越後雪かき道場

「防災とは⽣き⽅である」を信念に、より
よく⽣きるための防災を展開しています。
専⾨は地域防災と雪氷⼯学。調査研究や政
策⽴案などもサポートします。 河内毅

かわうちたけし

地域防災⼒センター
マネージャー／防災⼠

地域防災／災害⽀援／
官⺠連携・市⺠協働／国際協⼒

地域や会社の防災対策に取り組みたいが、
「何をどうしたらよいかわからない。」そ
んな悩みを抱える⾃治体や企業を応援しま
す。災害⽀援の経験を活かしての防災研修
や訓練の企画・⽴案の他、市⺠協働の防災
体制の構築などをサポートします。

⽟⽊賢治
たまきけんじ

地域防災⼒センター
中越メモリアル回廊事務局⻑／防災⼠

防災⼠・防災リーダー養成／
企業の事業継続（BCP）

⽇本はどこにいても、災害から逃れること
はできません。むしろ⾃然と折り合い、と
きに上⼿くやり過ごす知恵も必要かもしれ
ません。災害への備えは、あらゆる危機管
理にもつながります。災害に負けない、柔
軟でしなやかな地域や企業を⽬指していき
ましょう！

松井千明
まついちあき

地域防災⼒センター
コーディネーター/司書/防災⼠

防災教育/地域防災/災害⽀援/イラスト/
学習プログラム開発

防災でお悩みの⽅の声を聞き、⼀緒に考え、
⼀歩踏み出す機会を作り、継続に向けたサ
ポートをします。年間50件を超える学校・地
域・団体への豊富な⽀援実績や災害⽀援の経
験をもとに、前向きに取り組めるよう寄り添
います。

稲垣⽂彦
いながきふみひろ

本部事務局
統括本部⻑／博⼠（⼯学）

組織運営統括／災害復興／災害ボランティ
ア市⺠協働／地域おこし協⼒隊／関係⼈⼝

災害復興、市⺠協働、地域づくり等を専⾨
としています。特に地域づくりでは、外部
⼈材を活⽤した新たな内発的発展論を展開
し、復興⽀援員、地域おこし協⼒隊、集落
⽀援員制度に関する全国の⾃治体サポート
実績が多数あります。

中村美由紀
なかむらみゆき

本部事務局
事務主任

経理/労務/事務局運営

⽇常から年次までの経理業務、給与計算や社
会保険⼿続きなどの労務管理のほか、理事会
や総会の運営に関する業務など、法⼈におけ
る事務全般を⾏っています。決算業務におい
ては、特殊な公益法⼈会計に対応した決算書
の作成から申告まで⾏っています。

地域防災力センター
よりよく生きるための防災を

『普段からのより良い暮らし、⽣き⽅、地域づくりが
そのまま災害時の対応⼒になる』という信念に基づき、
何が最善かを⼀緒に考え、⾏動に踏み出すための第⼀歩
を応援していきます。

私たちは、2004年に発⽣した中越地震から
防災と地域づくりに関わるたくさんの教訓を学びました。

これからの⼈⼝減少社会のなかで、地域を維持していくためには
そこに暮らす⼈たちが、主体性を持って
安全・安⼼で誇りが持てる地域社会の実現が求められます。
そのために、震災復興で培った“きおく”を地域の“みらい”のために役⽴てていきたい。

防災と地域づくりの様々な経験とノウハウが蓄積された“きおくみらい”を拠点に
私たちは、地域に寄り添い、新しい社会の仕組みづくりに挑戦し続けます。

きおくをつなぎ、みらい を創る。

防災と地域づくりの活動拠点

所 在 地 新潟県⻑岡市⼤⼿通２丁⽬６番地
フェニックス⼤⼿イースト２F

連 絡 先 TEL 0258-39-5525 ／ FAX 0258-39-5526
地域づくりに関する問合せ E-mail info@inacollege.jp
防災に関する問合せ E-mail bousairyoku@cosss.jp

『地域と若者が出会い、お互いに学び合うなかで、
新しい可能性を⾒つけ、継続的な関り合いが⽣まれる』
イナカレッジは、このような活動をコーディネートし、
“多様な担い⼿が活躍する地域社会”の実現を⽬指します。


